
男女共同参画宣言都市　笛吹市
■問合せ先　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎ 055（262）4111

　11月21日、横山祥子元県立男女共同
参画推進センター館長をお招きし、推進
委員の学びを深める研修会を開催しまし
た。
　横山さんは、山梨県の男女共同参画
の現状を、データや事例をもとに説明さ
れ、家庭や身近なところから地道に変え
ていくこと、がんばっている女性を支えて
いくことなどの大切さを強調されました。
　また、推進委員からの質問や意見にも
丁寧にお答えくださいました。
　今後の推進活動に活かしていきたいと思います。

　昨年6月から委嘱された第6期の笛吹市男女共同参画推進委員会。新体制での
委員会の紹介をかねて、正副委員長と各部会長のインタビューを掲載しています。
　今回は、長田美津恵地域部会長です。

 Q.　地域部会長として抱負などをどうぞ！

　私は、境川町に夫と暮らしています。緑が多く芸術家も多く住んでいるところ
ですが、坂が多いのが難点です。
　男女共同参画に関わってから8年が過ぎ、部会長として3期目となります。推進
委員のベテランの方々に支えていただき、ここまで来ました。今は、紙芝居で少
しでも男女格差がなくなるようにがんばっています。
　紙芝居を上演させていただけるところを探しています。ぜひ、
お気軽に市民活動支援課にお問い合わせください。

笛吹市男女共同参画推進委員会

山梨県では、男女共

同参画に関する県民

意識調査・実態調査

を５年ごとに実施し

ているんだよ。

男女の固定的な役割分担
意識やそれにもとづくし
くみを変えていくには、
一人ひとりが違っていて
当たり前なんだってこと
をしっかり認識できるよ
うになるといいね。
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　昨年6月から委嘱された第6期の笛吹市男女共同参画推進委員会。新体制での
委員会の紹介をかねて、正副委員長と各部会長のインタビューを掲載しています。
　今回は、長田美津恵地域部会長です。
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推進委員インタビュー③

　11月13日、春日居地区の民生委員・児童委員協議会に伺い、
地域部会による紙芝居の上演を行いました。
　身近な地域の課題を紙芝居にした内容は、男女共同参画を考え
るよいきっかけとなったようです。

　紙芝居を上演させていただけるところを探しています。ぜひ、
お気軽に市民活動支援課にお問い合わせください。

　11月13日、春日居地区の民生委員・児童委員協議会に伺い、
地域部会による紙芝居の上演を行いました。
　身近な地域の課題を紙芝居にした内容は、男女共同参画を考え

春日居地区民児協で紙芝居上演！

　11月14日、ぴゅあ総合（県立男女共同参画推進センター）におい
て、防災・災害対策のネットワークセミナーが行われ、その後、圏域自
治体の推進委員長らによるリーダー会議にも参加し、推進活動の課
題や悩み、アイディアなどを意見交換しました。（三井久美子委員長）

丁寧にお答えくださいました。
　今後の推進活動に活かしていきたいと思います。

　11月14日、ぴゅあ総合（県立男女共同参画推進センター）におい
て、防災・災害対策のネットワークセミナーが行われ、その後、圏域自
治体の推進委員長らによるリーダー会議にも参加し、推進活動の課

男女共同参画リーダー会議などに参加

　11月21日、横山祥子元県立男女共同
参画推進センター館長をお招きし、推進
委員の学びを深める研修会を開催しまし

　身近な地域の課題を紙芝居にした内容は、男女共同参画を考え
るよいきっかけとなったようです。
　身近な地域の課題を紙芝居にした内容は、男女共同参画を考え

男女共同参画学習会を開催！

長田美津恵 地域部会長

横山祥子さん

はじめに！ 日本国憲法の改正手続に関する法律とは
　まず、日本国憲法第96条では、「憲法改正は、国会で衆議院・参議院の総議員
の3分の2以上の賛成を経たのち、国民投票によって過半数の賛成を必要とする」
と定められているよ。この憲法改正のための国民投票の具体的な手続きを定めた
ものが、「日本国憲法の改正手続に関する法律」なんだ。

では！ 国民投票の投票権は？
　投票日が平成30年6月20日までにある国民投票においては、満20歳以上の日本国民が、投票日が
平成30年6月21日以後にある国民投票においては、満18歳以上の日本国民が有することになるよ。

　あなたの大切な人が暮らしている国の根幹の一つである「憲法」に関わること
だから、憲法改正と一緒に、世界情勢や社会情勢にも感心を持ってほしいな。

有権者のみんな、
注目！

■問合せ先　笛吹市選挙管理委員会事務局　☎ 055（262）4111笛吹市選挙管理委員会
笛吹市明るい選挙推進協議会

NO.24「選挙」
豆知識

～家族で「選挙」のことについて話してみよう～～家族で「選挙」のことについて話してみよう～
　明けましておめでとうございます。新しい年を迎えた今月は、
今後執行されるかもしれない「憲法改正」に伴う「国民投票の
仕組み等」についてフッキーがお伝えします。
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